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は
じ
め
に

円
融
院
は
永
観
二
年
（
九
八
四
）
に
花
山
天
皇
に
譲
位
し
た
の
ち
、

盛
大
な
御
幸
・
仏
事
な
ど
を
繰
り
返
し
行
っ
た
。
中
で
も
寛
和
元
年

（
九
八
五
）
二
月
十
三
日
の
紫
野
で
の
子
の
日
の
御
遊
は
一
大
盛
事
で

あ
り
、
そ
の
歌
会
の
場
か
ら
の
曾
禰
好
忠
の
追
放
事
件
の
こ
と
も
あ

っ
て
、
後
世
に
著
聞
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
御
遊
の

参
加
者
、
関
係
者
の
詠
歌
が
異
な
る
い
く
つ
か
の
歌
集
に
分
散
し
て

収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
歌
は
今
日
合
わ
せ
て
十
七
首
（
藤
原

実
方
の
重
出
歌
を
除
く
）
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
御
遊
当
日
の
歌

と
し
て
歌
会
で
の
献
歌
六
首
と
、
斎
院
選
子
の
女
房
と
実
方
の
贈
答

歌
が
あ
り
、
ま
た
御
遊
翌
日
の
歌
と
し
て
円
融
院
と
左
大
臣
源
雅
信

・
斎
院
選
子
・
資
子
内
親
王
の
間
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
贈
答
歌
と
、
歌

会
の
場
か
ら
追
放
さ
れ
た
曾
禰
好
忠
が
そ
の
嘆
き
を
詠
ん
だ
「
つ
ら

ね
歌
」
が
あ
る
。
更
に
、
大
中
臣
能
宣
は
御
遊
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
嘆
き
を
歌
に
残
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
歌
は
、
当
時
の
貴
族
や
専
門
歌
人
の
公
的
な
場
で
の
和

歌
活
動
の
様
相
や
、
円
融
院
周
辺
の
和
歌
交
友
圏
の
実
態
を
伝
え
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
重
要
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
が
、
本
稿
で
は

特
に
御
遊
の
翌
日
に
詠
ま
れ
た
歌
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
解
釈
に
再

検
討
を
加
え
た
い
。
円
融
院
と
雅
信
・
選
子
・
資
子
と
の
贈
答
歌
や

好
忠
の
つ
ら
ね
歌
は
、
い
ず
れ
も
前
日
の
御
遊
、
特
に
歌
会
の
次
第

と
深
く
関
わ
る
内
容
を
も
つ
と
み
ら
れ
る
。
従
来
こ
れ
ら
の
歌
に
つ

い
て
は
各
注
釈
書
で
様
々
に
解
釈
・
分
析
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
際
、
前
日
の
御
遊
の
内
実
と
の
関
連
は
必
ず
し
も
重
視
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
平
安
京
北
郊
の

円
融
院
子
の
日
の
御
遊
と
和
歌

―
―
御
遊
翌
日
の
詠
歌
を
中
心
に
―
―

田
中　

智
子
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紫
野
と
い
う
地
で
子
の
日
の
御
遊
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
意
義
を
探
る

と
と
も
に
、
こ
の
御
遊
の
次
第
を
諸
史
料
に
基
づ
い
て
よ
り
具
体
的

に
復
元
し
た
上
で
、
御
遊
翌
日
の
詠
歌
の
解
釈
を
試
み
る
こ
と
に
あ

る
。

一　

歌
会
の
次
第
と
曾
禰
好
忠
追
放
事
件

最
初
に
、召
人
追
放
事
件
を
中
心
に
歌
会
の
次
第
を
確
認
し
た
い
。

﹃
小
右
記
﹄
寛
和
元
年
正
月
三
十
日
条
に
、
藤
原
実
資
が
左
大
臣
源

雅
信
に
呼
び
出
さ
れ
御
遊
の
準
備
を
進
め
た
際
の
記
事
が
見
え
る
。

以
二
史
陳
泰
一
従
二
左
府
一
有
二
御
消
息
一
、
即
参
入
、
被
レ
示
二
合

院
御
子
日
事
一
、

雅
信
が
実
資
を
呼
び
出
し
て
御
遊
の
雑
事
を
示
し
合
わ
せ
た
こ
と

は
、
雅
信
が
こ
の
御
遊
の
行
事
責
任
者
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
円
融
院
が
宇
多
源
氏
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
す

る
目
崎
徳
衛
氏⎠

1
⎝

の
指
摘
は
重
要
だ
が
、﹃
小
右
記
﹄
な
ど
の
古
記
録
に

よ
れ
ば
、
宇
多
源
氏
の
一
人
で
あ
る
雅
信
も
、
し
ば
し
ば
円
融
院
の

御
幸
・
仏
事
に
奉
仕
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る⎠

2
⎝

。
こ
の
度
の
子
の
日
の

御
遊
で
も
、
ま
さ
し
く
雅
信
が
中
心
と
な
っ
て
そ
の
事
前
準
備
を
進

め
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
御
遊
は
、
京
内
か
ら
紫
野
の
外
に
至
る
ま
で
都
人
が
こ
ぞ
っ

て
見
物
に
つ
め
か
け
る
ほ
ど
の
盛
事
で
あ
っ
た
。
紫
野
で
は
風
雅
を

極
め
た
華
や
か
な
遊
び
が
次
々
に
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
日
の
歌
会
で

歌
人
曾
禰
好
忠
が
追
放
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
、
そ
の
騒
動
は

説
話
を
通
じ
て
後
世
ま
で
喧
伝
さ
れ
た
。
中
で
も
詳
細
な
内
容
を
伝

え
る
﹃
今
昔
物
語
集
﹄
巻
二
十
八
第
三
話
「
円
融
院
御
子
日
参
曾
禰

吉
忠
語
」
は
、
こ
の
日
の
好
忠
の
姿
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
描
写
す
る
。

此
ノ
歌
読
ノ
座
ノ
末
ニ
、
烏
帽
子
キ
タ
ル
翁
ノ
、
丁
染
ノ
狩
衣

袴
ノ
賤
気
ナ
ル
ヲ
着
タ
ル
、
来
テ
座
ニ
着
ヌ
。
人
々
有
テ
、
此

ハ
何
者
ゾ
ト
思
テ
、
目
ヲ
付
テ
見
レ
バ
、
曾
禰
ノ
好
忠
也
ケ
リ
。

﹃
今
昔
﹄
で
の
好
忠
は
極
め
て
滑
稽
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
が
、

こ
う
し
た
好
忠
像
は
説
話
化
の
過
程
で
生
じ
た
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ

る
。
松
本
真
奈
美
氏⎠

3
⎝

は
「
好
忠
は
召
し
を
受
け
て
い
た
の
に
、
そ
れ

が
行
事
の
参
加
者
に
周
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
い
わ
れ
の

な
い
屈
辱
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
追
い
立
て

ら
れ
た
後
悪
態
を
つ
い
た
と
の
言
動
も
、﹃
今
昔
﹄の
誇
張
と
思
し
い
。

﹃
小
右
記
﹄
に
は
そ
の
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
ず
、
や
は
り
子
の
日

の
行
事
に
実
際
に
参
加
し
て
い
た
ら
し
い
某
人
の
筆
に
な
る
﹃
大
鏡

裏
書
﹄
に
よ
れ
ば
、追
わ
れ
た
「
曾
禰
好
忠
、永
原
滋
時
等
」
は
、「
低

頭
」
し
て
い
た
」
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
﹃
大
鏡
裏
書⎠

4
⎝

﹄
と
﹃
小
右

記
﹄
の
記
事
を
確
認
し
た
い
。

即
撰
下
堪
二
其
事
一
者
上
、
召
二
着
件
座
一
、︿
平
兼
盛
、
紀
時
文
、

清
原
元
輔
等
也
、
翫
二
小
松
一
、
即
召
二
兼
盛
一
、
被
レ
仰
二
可
レ
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献
レ
序
之
由
一
、﹀
爰
丹
後
掾
曾
禰
好
忠
・
永
原
滋
節
等
、
不
レ

承
二
召
旨
一
、加
二
候
末
座
一
、仍
忽
被
二
追
起
一
、于
時
両
人
低
頭
、

衆
人
解
レ
顊
、 

（﹃
大
鏡
裏
書
﹄）

召
二
和
歌
人
於
御
前
一
、︿
先
給
レ
座
、﹀
兼
盛
朝
臣
・
時
文
朝
臣

・
元
輔
真
人
・
重
之
朝
臣
・
曾
祢
善
正
・
中
原
重
節
等
也
、
公

卿
達
称
レ
無
二
指
召
一
、
追
二
立
善
正
・
重
節
等
一
、
時
通
云
、
善

正
已
在
二
召
人
内
一
云
々
、 

（﹃
小
右
記
﹄）

﹃
大
鏡
裏
書
﹄
に
よ
れ
ば
「
曾
禰
好
忠
」
と
「
永
原
滋
節
」
の
二

人
は
、
召
し
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
末
座
に
加
わ
っ
た
た
め
に
追

放
さ
れ
た
と
い
う
。
一
方
で
﹃
小
右
記
﹄
は
、「
指
せ
る
召
し
無
し
」

と
の
理
由
で
「
曾
祢
善
正
」
と
「
中
原
重
節
」
の
二
人
が
公
卿
ら
に

追
い
立
て
ら
れ
た
と
す
る
。
両
記
録
で
歌
人
名
の
表
記
は
少
し
く
異

な
る
が
、
と
も
に
同
一
人
物
の
名
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
（
本
稿
で
は
以
後
、
便
宜
上
﹃
大
鏡
裏
書
﹄
の
表
記
に
従
う
）。
好
忠

は
か
つ
て
丹
後
掾
を
勤
め
た
ほ
か
は
官
歴
の
知
ら
れ
な
い
歌
人
で
あ

り
、
滋
節
は
他
の
文
献
に
一
切
名
の
見
え
な
い
人
物
で
あ
る
。
卑
官

に
過
ぎ
な
い
こ
の
両
人
が
、
い
っ
た
い
な
ぜ
歌
会
の
場
か
ら
追
放
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

注
目
す
べ
き
は
、﹃
小
右
記
﹄
に
見
え
る
「
義
正
は
已
に
召
人
の
内

に
在
り
」
と
の
源
時
通
の
証
言
で
あ
る
。
時
通
は
こ
の
日
の
行
事
責

任
者
と
み
ら
れ
る
雅
信
の
息
男
で
、
円
融
院
の
院
別
当
を
務
め
て
お

り
、
御
遊
の
詳
細
に
通
じ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
時
通
の
証
言
に

よ
れ
ば
、
追
放
さ
れ
た
二
人
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
好
忠
は
実
際
に

は
召
人
の
一
人
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、﹃
小
右
記
﹄
で
「
和
歌
人
」
六
人
の
名
に
表
記
上
の
区
別
が

あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
当
時
従
五
位
だ
っ
た
平
兼
盛
・
紀
時
文

・
清
原
元
輔
・
源
重
之
の
四
人⎠

5
⎝

は
、
氏
は
記
さ
れ
ず
諱
の
下
に
朝
臣

等
の
姓
が
付
さ
れ
る
一
方
で
、
好
忠
・
滋
節
の
二
人
は
、
氏
と
諱
の

両
方
が
記
さ
れ
る
が
姓
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
﹃
小
右
記
﹄

で
は
、
五
位
の
歌
人
で
あ
る
兼
盛
以
下
の
四
人
と
、
お
そ
ら
く
は
六

位
だ
っ
た
好
忠
・
滋
節
と
で
表
記
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
表
記
上
の
区
別
は
、﹃
小
右
記
﹄
等
の
私
人
の
日
記
で
の
人
名
表

記
法
が
「
姓
を
附
け
て
記
し
た
場
合
に
は
、其
の
人
物
は
五
位
以
上
」

を
原
則
と
す
る
と
い
う
土
田
直
鎮
氏⎠

6
⎝

の
指
摘
と
も
符
合
す
る
。
好
忠

ら
の
追
放
の
直
接
的
な
理
由
は
不
明
だ
が
、
同
じ
専
門
歌
人
と
は
い

え
、
貴
族
の
一
員
た
る
五
位
の
歌
人
と
、
六
位
の
歌
人
と
の
間
に
は

貴
族
社
会
で
の
立
場
に
お
い
て
大
き
な
懸
隔
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が

追
放
劇
の
一
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
召
人
追
放
と
い
う
騒
動
が
起
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
歌

会
は
中
止
さ
れ
ず
、引
き
続
き
歌
題
や
序
の
献
上
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
次
第
に
つ
い
て
も
﹃
小
右
記
﹄
に
詳
細
な
記
事
が
あ
る
。

召
二
兼
盛
一
、
左
大
臣
仰
下
可
レ
献
二
和
歌
題
一
之
由
上
、
即
献
云
、
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於
二
紫
野
一
翫
二
子
日
松
一
者
、
以
二
兼
盛
一
令
レ
献
二
和
歌
序
一
、

此
間
有
二
蹴
鞠
事
一
、（
中
略
）
事
及
二
黄
昏
一
、
仰
云
、
至
二
于
和

歌
一
、於
レ
院
可
レ
献
二
序
并
和
歌
等
各マ
マ

一
者
、秉
燭
還
二
御
本
院
一
、

召
二
公
卿
於
御
前
一
、有
二
歌
遊
之
事
一
、召
レ
余
為
二
和
歌
講
師
一
、

右
大
臣
以
下
献
二
和
歌
一
、
左
大
臣
不
レ
献
、
如
何
々
々
、

﹃
小
右
記
﹄
に
よ
れ
ば
、
左
大
臣
雅
信
が
歌
会
の
題
を
献
上
す
る

よ
う
兼
盛
に
命
じ
、
兼
盛
は
「
於
二
紫
野
一
翫
二
子
日
松
一
」
と
の
題

を
献
じ
た
。
そ
の
間
に
蹴
鞠
が
行
わ
れ
た
が
、黄
昏
に
及
ん
だ
の
で
、

堀
河
院
へ
の
還
御
の
の
ち
和
歌
序
と
和
歌
を
献
じ
る
よ
う
に
と
の
仰

せ
が
あ
り
、
秉
燭
に
は
堀
河
院
へ
還
御
し
た
。
堀
河
院
で
は
公
卿
ら

が
円
融
院
の
御
前
に
召
さ
れ
、
実
資
が
和
歌
の
講
師
を
務
め
た
。
そ

の
際
、
右
大
臣
藤
原
兼
家
以
下
は
和
歌
を
献
じ
た
が
、
左
大
臣
雅
信

は
和
歌
を
献
上
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
歌
会
で
歌
を
献
じ
な
い
と

い
う
の
は
通
常
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。﹃
小
右
記
﹄
で
は
、

常
識
外
れ
の
、
異
例
の
出
来
事
が
起
き
た
際
に
し
ば
し
ば
「
如
何
に

如
何
に
」
と
い
う
困
惑
の
表
現
が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の
日
の
雅
信

も
、
前
々
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
献
歌
を
せ
ず
、
実
資
を
困

惑
さ
せ
て
い
る
。
献
歌
を
拒
ん
だ
理
由
は
﹃
小
右
記
﹄
に
は
見
え
な

い
が
、
先
述
の
通
り
こ
の
日
の
行
事
を
雅
信
が
取
り
仕
切
っ
た
と
す

れ
ば
、
こ
の
歌
会
で
召
人
追
放
と
い
う
醜
態
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
面
目
を
失
し
た
雅
信
が
、
歌
を
献
じ
な
い
こ
と
で
そ
の
不
満

を
表
明
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
歌
会
で
歌
を
献
じ
た
歌
人
は
ど
の
よ
う

な
顔
ぶ
れ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
歌
会
に
召
さ
れ
た
「
和
歌
人
」
の

う
ち
、
追
放
さ
れ
た
好
忠
と
滋
節
を
除
く
四
人
、
つ
ま
り
兼
盛
・
時

文
・
元
輔
・
重
之
は
、
こ
の
御
遊
以
外
に
も
様
々
な
晴
れ
の
場
で
和

歌
を
献
じ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
専
門
歌
人
と
し
て
周
囲
か
ら
認
め
ら

れ
て
い
た
。
ま
た
﹃
小
右
記
﹄
に
よ
れ
ば
、
こ
の
歌
会
で
は
、
専
門

歌
人
の
召
人
の
み
な
ら
ず
右
大
臣
藤
原
兼
家
以
下
の
貴
族
も
歌
を
献

じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
更
に
、﹃
万
代
集
﹄
に
は
藤
原
文
範
の
歌
と

藤
原
道
長
の
歌
が
、﹃
実
方
集
﹄
に
は
藤
原
実
方
の
歌⎠

7
⎝

が
収
め
ら
れ
て

い
る
。

　

円
融
院
御
時
、
紫
野
に
て
子
日
侍
り
け
る
に

法
成
寺
入
道
前
摂
政
太
政
大
臣

① 

引
く
人
も
な
く
て
千
年
を
過
ぐ
し
け
る
老
木
の
松
の
陰
に
休

ま
む 

（
万
代
集
・
春
上
・
四
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
部
卿
文
範

② 

か
ぞ
ふ
れ
ば
松
よ
り
年
ぞ
老
い
に
け
る
我
を
た
づ
ね
て
人
は

引
か
な
ん 

（
同
集
・
春
上
・
四
二
）

　

堀
河
の
院
の
子
日
つ
か
ま
つ
り
し

③
紫
の
雲
の
た
な
び
く
松
な
れ
ば
緑
の
色
も
こ
と
に
み
え
け
り

 

（
実
方
集
・
七
四
）
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い
ず
れ
も
こ
の
日
の
歌
題
「
於
二
紫
野
一
翫
二
子
日
松
一
」
に
ふ
さ

わ
し
く
子
の
日
の
松
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
②
の
作
者
文
範
は
当
時

正
三
位
中
納
言
の
公
卿
で
あ
り
、﹃
小
右
記
﹄
に
も
御
遊
の
参
加
者
と

し
て
そ
の
名
が
見
え
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
当
時
従
五
位
下
右

兵
衛
権
佐
だ
っ
た
道
長
と
、
正
五
位
下
左
近
衛
少
将
兼
備
後
介
だ
っ

た
実
方
が
歌
会
に
列
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
公
卿
や
専
門
歌
人
だ

け
で
な
く
、
年
少
で
未
だ
官
位
の
低
い
道
長
や
実
方
ま
で
も
が
歌
会

に
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
日
の
歌
会
の
規
模
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
両
人
の
公
的
な
場
で
の
和
歌
活
動
の
様
相
を
う
か
が
わ
せ
る

点
で
興
味
深
い
。
道
長
や
実
方
が
、
こ
の
御
遊
の
翌
年
（
寛
和
二
年
）

に
花
山
天
皇
が
催
し
た
内
裏
歌
合
に
も
出
詠
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、両
人
は
当
時
若
年
な
が
ら
歌
人
と
し
て
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
、

円
融
院
や
花
山
天
皇
の
宮
廷
を
中
心
に
公
的
な
場
で
の
和
歌
活
動
を

行
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

二　
﹃
円
融
院
御
集
﹄
の
贈
答
歌
群

こ
れ
ま
で
歌
会
の
次
第
、
特
に
召
人
追
放
騒
動
を
詳
し
く
み
て
き

た
が
、
本
節
で
は
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
御
遊
翌
日
に
詠
ま
れ
た
歌
の

解
釈
を
試
み
た
い
。﹃
円
融
院
御
集
﹄に
は
、御
遊
翌
日
の
贈
答
歌
群
、

す
な
わ
ち
左
大
臣
源
雅
信
と
円
融
院
の
贈
答
歌
、
斎
院
選
子
と
円
融

院
の
贈
答
歌
、
円
融
院
と
資
子
内
親
王
の
贈
答
歌
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
最
初
に
、
雅
信
と
円
融
院
と
の
贈
答
歌
を
左
に
掲
げ
よ
う
。

位
お
り
さ
せ
給
て
後
、
御
子
日
に
か
へ
ら
せ
給
て
の
又

の
日 

一
条
の
左
の
大
臣

④ 

あ
は
れ
な
り
昔
の
跡
を
思
ふ
に
は
昨
日
の
野
辺
に
御
幸
せ
ま

し
や 

（
円
融
院
御
集
・
五
二
）

　

御
返
し

⑤ 

引
き
か
へ
て
野
辺
の
け
し
き
は
見
え
し
か
ど
昔
を
恋
ふ
る
松

は
な
か
り
き 

（
同
集
・
五
三
）

　

ま
た　
　
　
　
　
　
　
　

大
臣

⑥
峰
高
き
麓
の
松
は
白
雲
の
か
か
れ
ど
色
は
変
は
り
や
は
す
る

 

（
同
集
・
五
四
）

　

う
へ
の
御
返
し

⑦ 

色
変
へ
ぬ
松
の
緑
も
い
と
ど
し
く
雲
か
か
る
に
ぞ
憂
さ
は
み

ゆ
ら
し 

（
同
集
・
五
五
）

こ
の
贈
答
歌
前
半
の
④
・
⑤
の
二
首
は
﹃
新
古
今
集
﹄
に
も
収
録

さ
れ
て
お
り
（
雑
上
・
一
四
三
八
、
一
四
三
九
）、
同
集
で
は
④
の
第
二

句
の
本
文
が
「
昔
の
人
を
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
贈
答
歌
、
特
に

雅
信
の
贈
歌
④
は
古
来
難
解
と
さ
れ
、
諸
注
釈
書
に
よ
っ
て
様
々
な

解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。

④
を
読
み
解
く
う
え
で
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、「
昔
の
跡
（
昔
の

人
）」
と
、「
昨
日
の
野
辺
に
御
幸
せ
ま
し
や
」
と
い
う
下
の
句
の
表
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現
の
解
釈
で
あ
る
。
本
稿
で
は
﹃
円
融
院
御
集
﹄
に
即
し
て
「
昔
の

跡
」
の
本
文
で
の
解
釈
を
試
み
た
い
が
、﹃
新
古
今
集
﹄
の
本
文
「
昔

の
人
」
に
つ
い
て
は
、
在
位
中
の
昔
円
融
院
に
仕
え
て
い
た
人
（
特

に
故
人
）
を
指
す
と
み
て
「
感
深
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
在
位

の
昔
、親
し
く
お
仕
え
申
し
上
げ
た
人
を
思
い
し
の
ば
れ
る
た
め
に
、

昨
日
の
野
辺
に
御
幸
な
さ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
」
と
訳
す

解⎠
8
⎝

や
、「
時
代
後
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
の
意
で
、
作
者
雅
信
自
身

を
さ
す
か
」
と
み
て
「
感
慨
深
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
時
代
後
れ

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
の
こ
と
を
お
思
い
で
し
た
ら
、お
上
は
昨
日
、

船
岡
の
紫
野
に
御
幸
な
さ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
昔
者
の
わ

た
く
し
は
御
幸
に
随
行
し
て
、
改
め
て
自
身
の
老
い
衰
え
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
」
と
訳
す
解⎠

9
⎝

が
あ
る
。「
昔
の
人
」
と
い
う
表
現
は
、

和
歌
に
お
い
て
は
昔
な
じ
み
の
人
（
特
に
昔
の
恋
人
）・
古
人
・
故
人

の
意
で
用
い
ら
れ
る
例
が
大
半
を
占
め
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
前
者

の
説
が
穏
当
と
い
え
よ
う
か
。

で
は
、﹃
円
融
院
御
集
﹄
の
本
文
「
昔
の
跡
」
は
ど
の
よ
う
に
解
し

た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。「
昔
の
跡
」
は
一
般
に
遺
跡
・
旧
跡
・
墓

を
意
味
す
る
が
、
伝
統
・
先
例
を
指
す
用
例
も
あ
る
。
先
に
結
論
を

述
べ
れ
ば
、
④
で
は
、
宇
多
天
皇
が
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
閏
正
月

六
日
の
子
の
日
に
北
野
・
雲
林
院
・
船
岡
に
行
幸
し
た
先
例
を
指
し

て
「
昔
の
跡
」
と
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
目
崎
徳
衛
氏⎠
₁₀
⎝

の
指

摘
す
る
よ
う
に
、
円
融
院
が
催
し
た
「
華
麗
な
御
遊
・
仏
事
」
の
多

く
は
「
宇
多
上
皇
の
先
例
を
意
識
し
た
」
も
の
で
あ
り
、
特
に
こ
の

紫
野
で
の
御
遊
の
背
景
に
は
、
宇
多
天
皇
の
子
の
日
の
御
遊
の
先
例

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
子
の
日
に
野
に
出
て
遊
び
を

す
る
と
い
う
風
習
そ
の
も
の
が
、北
山
円
正
氏⎠
₁₁
⎝

の
指
摘
す
る
通
り「
宮

廷
で
は
定
着
し
て
い
な
い
し
、
行
幸
も
稀
」
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

宇
多
天
皇
の
行
幸
を
契
機
と
し
て
、
徐
々
に
貴
族
社
会
に
「
風
雅
な

催
し
と
し
て
位
置
づ
け
」
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
宇
多
天
皇
の

北
野
行
幸
は
、
子
の
日
の
野
遊
び
の
濫
觴
と
し
て
重
要
な
意
義
を
も

つ
と
い
え
る
。

円
融
院
が
御
遊
の
舞
台
と
し
て
「
昨
日
の
野
辺
」、
す
な
わ
ち
紫

野
と
い
う
地
を
選
ん
だ
の
も
、
北
野
へ
行
幸
し
た
宇
多
天
皇
の
先
蹤

を
重
視
し
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。「
北
野
」
や
「
紫
野
」
の
占

め
た
領
域
に
つ
い
て
は
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の

厳
密
な
範
囲
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
宇
多
天
皇
の
頃
、

す
な
わ
ち
「
少
な
く
と
も
平
安
の
前
期
～
中
期
に
か
け
て
、
船
岡
山

や
雲
林
院
・
斎
院
の
付
近
も
「
北
野
」
に
含
ま
れ
て
い
た⎠
₁₂
⎝

」
と
さ
れ

る
。
ま
た
円
融
院
の
御
幸
地
「
紫
野
」
は
現
在
で
は
大
徳
寺
周
辺
を

指
す
が
、﹃
小
右
記
﹄
や
﹃
大
鏡
裏
書
﹄
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
円
融
院

の
御
遊
は
船
岡
山
や
雲
林
院
の
北
方
の
野
辺
で
行
わ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
宇
多
天
皇
の
行
幸
地
と
円
融
院
の
御
幸
地
と
は
、
ほ
ぼ
同
じ
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場
所
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
宇
多
天
皇
は
雅
信
の
祖
父
に
あ
た

る
が
、
雅
信
に
と
っ
て
も
宇
多
天
皇
の
「
昔
の
跡
」
は
特
別
な
意
味

を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
行
幸
の
先
例
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
、
つ
ぎ
の
在
原
行
平
の

一
首
が
あ
る
。

仁
和
の
帝
、
嵯
峨
の
御
時
の
例
に
て
、
芹
河
に
行
幸
し
た

ま
ひ
け
る
日　

在
原
行
平
朝
臣

嵯
峨
の
山
行
幸
絶
え
に
し
芹
河
の
千
世
の
古
道
跡
は
有
り
け
り

（
後
撰
集
・
雑
一
・
一
〇
七
五
）

光
孝
天
皇
が
、
当
時
絶
え
て
し
ま
っ
て
い
た
芹
川
行
幸
の
伝
統
を

「
嵯
峨
の
御
時
の
例
」
に
な
ら
っ
て
復
活
さ
せ
た
こ
と
を
詠
ん
だ
も

の
で
あ
り
、こ
こ
で
も
歌
中
に
「
跡
」
の
語
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。

さ
て
、
④
歌
の
下
の
句
「
昨
日
の
野
辺
に
御
幸
せ
ま
し
や
」
は
ど

う
解
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
一
般
に
「
動
詞
＋
ま
し
や
」
と
い
う
表
現

を
用
い
た
歌
で
は
、
そ
の
動
詞
の
動
作
の
主
体
は
歌
の
詠
み
手
自
身

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
歌
の
大
半
は
「
ま
し
か
ば
」
や
「
せ
ば
」

な
ど
の
現
在
や
過
去
の
事
実
に
反
す
る
仮
定
の
表
現
を
と
も
な
っ

て
、
反
実
仮
想
の
文
脈
を
形
成
し
て
い
る⎠
₁₃
⎝

。
こ
の
典
型
的
な
例
と
し

て
、﹃
土
佐
日
記
﹄
末
尾
の
一
首
を
み
て
み
た
い
。

見
し
人
の
松
の
千
歳
に
見
ま
し
か
ば
遠
く
悲
し
き
別
れ
せ
ま
し

や

見
し
人
、
つ
ま
り
亡
き
女
児
が
松
の
千
歳
に
な
ら
っ
て
い
ま
も
生

き
て
い
て
く
れ
た
な
ら
ば
、
遠
い
土
佐
国
で
悲
し
い
別
れ
を
せ
ず
に

す
ん
だ
だ
ろ
う
に
―
―
と
い
う
一
首
で
あ
る
。
実
際
に
は
「
遠
く
悲

し
き
別
れ
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、「
別
れ
せ
ま
し
や
」
と
い
う
反
実

仮
想
の
表
現
に
は
女
児
を
亡
く
し
た
悲
し
み
、
虚
し
さ
が
託
さ
れ
て

い
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
雅
信
の
④
歌
で
は
、
右
の
土
佐
日
記
の
歌
の
よ
う
な

典
型
例
と
は
異
な
っ
て
、
明
確
な
仮
定
の
表
現
が
な
い
う
え
に
、
他

人
で
あ
る
円
融
院
の
行
為
に
つ
い
て
「
御
幸
せ
ま
し
や
」
と
詠
ん
で

い
る
。
こ
の
点
に
当
該
歌
が
古
来
難
解
と
さ
れ
て
き
た
一
因
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
④
歌
に
は
「
見
ま
し
か
ば
」
の
よ
う

な
仮
定
表
現
は
な
い
も
の
の
、
先
述
の
通
り
、
第
三
句
の
「
思
ふ
に

は
」
を
「
お
思
い
で
し
た
ら
」
と
い
う
仮
定
の
意
に
と
る
解
が
あ
り
、

ま
た
一
方
で
、
第
三
句
を
「
思
い
し
の
ば
れ
る
た
め
に
」
と
目
的
の

意
に
と
る
解
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
④
歌
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ

い
だ
ろ
う
か
。「
思
ふ
に
は
」
を
仮
定
の
意
味
に
と
る
な
ら
ば
「
感

慨
深
い
こ
と
で
す
。
昔
の
跡
（
宇
多
天
皇
の
先
例
）
を
お
思
い
に
な
る

の
で
し
た
ら
、
昨
日
の
野
辺
に
御
幸
な
さ
っ
た
で
し
ょ
う
か
―
―
な

さ
ら
な
い
ほ
う
が
よ
か
っ
た
」
ま
た
は
「
昨
日
の
よ
う
な
御
幸
と
な

る
は
ず
で
は
な
か
っ
た
」
ほ
ど
の
意
に
解
せ
よ
う
か
。「
思
ふ
に
は
」
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を
目
的
の
意
味
に
と
る
な
ら
ば
「
昔
の
跡
を
思
い
し
の
ば
れ
る
た
め

に
、
昨
日
の
野
辺
に
御
幸
な
さ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
う
で
は
あ

り
ま
す
ま
い
に
」
ほ
ど
の
意
で
あ
ろ
う
か
。
ど
ち
ら
の
解
釈
が
適
当

か
俄
に
決
し
が
た
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
般
に
は
歌
の
詠
み
手

自
身
の
行
為
に
つ
い
て
用
い
る
表
現
で
あ
る
「
ま
し
や
」
を
、
他
人

で
あ
る
円
融
院
の
御
幸
に
用
い
た
こ
と
で
、
一
首
全
体
に
ど
こ
か
否

定
的
な
響
き
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
あ
は
れ
な
り
」

と
い
う
初
句
切
れ
に
始
ま
り
「
ま
し
や
」
で
結
ば
れ
る
こ
の
歌
に
は
、

昨
日
の
盛
大
な
御
幸
へ
の
単
な
る
賞
賛
と
は
異
な
る
、
あ
る
種
皮
肉

め
い
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。
当
該
歌
か
ら
は
雅
信
の
複
雑
な
心

境
が
汲
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
い
っ
た
い
な
ぜ
、
御
遊
の
翌
日
に
な
っ
て
、
時
の
左
大
臣

で
あ
っ
た
雅
信
は
、
皮
肉
め
い
た
口
吻
に
も
み
え
る
④
歌
を
円
融
院

に
贈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
北
村
季
吟
は
﹃
八
代
集
抄
﹄
に
「
此
歌

此
集
第
一
の
秘
説
あ
り
」
と
し
て
「
新
古
今
和
歌
集
口
訣
」
に
「
か

く
君
も
臣
も
故
な
く
て
遊
楽
す
る
事
は
む
か
し
よ
り
い
さ
め
い
ま
し

む
る
事
な
れ
ば
、
雅
信
公
も
此
円
融
院
へ
い
さ
め
ま
い
ら
せ
給
ふ
心

有
て
（
中
略
）
此
歌
の
哀
也
と
五
文
字
に
い
へ
る
は
、
彼
古
人
の
君

を
い
さ
め
奉
り
し
忠
節
を
感
嘆
し
給
ふ
心
な
る
べ
し
。
む
か
し
の
人

を
お
も
ふ
に
は
と
は
、
彼
諫
言
浅
か
ら
ぬ
昔
人
の
心
を
感
じ
お
も
ふ

に
は
き
の
ふ
の
子
日
の
野
べ
に
も
故
な
く
御
幸
あ
る
べ
き
事
か
は
と

な
り
」
と
注
し
て
い
る
。
こ
の
季
吟
の
説
に
対
し
て
久
保
田
淳
氏⎠
₁₄
⎝

は

「
極
め
て
儒
教
的
な
解
釈
で
あ
る
。
近
世
初
頭
に
受
け
入
れ
ら
れ
や

す
か
っ
た
解
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
安
中
期
に
こ
の
よ

う
な
思
想
が
為
政
者
の
間
に
顕
著
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」

と
す
る
。
確
か
に
雅
信
が
こ
の
行
事
の
責
任
者
を
務
め
て
い
る
こ
と

か
ら
し
て
も
「
遊
楽
す
る
事
」
を
「
い
さ
め
い
ま
し
む
る
」
歌
と
み

る
解
に
は
俄
に
従
い
が
た
い
も
の
が
あ
る
が
、
あ
る
種
屈
折
し
た
一

首
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
当
該
歌
は
た
だ
御
遊
を
賛
美
す
る
だ
け
の
も

の
と
も
思
わ
れ
ず
、
そ
の
意
味
で
季
吟
が
こ
の
歌
を
雅
信
に
よ
る
諫

言
の
歌
と
説
い
た
こ
と
は
留
意
さ
れ
る
。

一
方
で
右
の
贈
答
歌
が
詠
ま
れ
た
背
景
に
つ
い
て
今
野
厚
子
氏⎠
₁₅
⎝

は
、「
雅
信
の
み
は
、
如
何
な
る
理
由
が
あ
っ
た
の
か
、
和
歌
を
献
上

し
な
か
っ
た
。（
中
略
）
し
か
し
、
雅
信
は
そ
の
翌
日
和
歌
を
院
に

献
じ
て
い
る
。
本
集
所
収
の
贈
答
歌
は
、
そ
の
折
の
歌
で
あ
ろ
う
。

雅
信
の
下
句
「
昨
日
の
ゝ
へ
に
み
ゆ
き
せ
ま
し
や
」
は
そ
の
よ
う
な

事
情
に
因
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
る
。
今
野
氏
の
指
摘
す
る

よ
う
に
、雅
信
が
御
遊
当
日
の
歌
会
で
歌
を
献
じ
な
か
っ
た
こ
と
と
、

翌
日
に
円
融
院
に
直
接
歌
を
贈
っ
た
こ
と
と
は
関
係
を
も
つ
と
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
歌
会
の
場
で
召
人
追
放
の
騒
動
が
起

き
た
た
め
に
面
目
を
失
し
た
雅
信
は
歌
会
で
献
歌
を
し
な
か
っ
た

が
、
御
遊
翌
日
に
な
り
、
前
日
の
献
歌
の
代
わ
り
と
し
て
、
和
解
の
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意
味
を
も
込
め
て
、
改
め
て
円
融
院
に
歌
を
贈
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。④

歌
の
「
昨
日
の
野
辺
に
御
幸
せ
ま
し
や
」
と
い
う
ど
こ
か
含
み

の
あ
る
反
実
仮
想
の
表
現
は
、
円
融
院
の
御
幸
が
「
昔
の
跡
」（
宇

多
天
皇
の
先
例
）
に
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
讃
え
る
一
方
で
、

そ
の
日
の
歌
会
に
お
い
て
召
人
追
放
と
い
う
事
態
が
起
き
た
こ
と

で
、
一
大
盛
事
た
る
御
遊
に
傷
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
口
惜
し

く
思
っ
て
の
表
現
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
雅
信
の
贈
歌
④
に
対
し
、
円
融
院
は
⑤
歌
で
「
野
辺
の
様
子

が
打
っ
て
変
わ
っ
て
見
え
た
よ
う
に
、
世
の
中
は
以
前
と
は
随
分
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
も
、
昔
を
恋
い
慕
う
様
子
の
松
が
な
か
っ

た
の
と
同
じ
く
、
昔
を
偲
ぶ
様
子
の
廷
臣
は
い
な
か
っ
た
」
と
返
歌

し
た
の
だ
ろ
う
。
⑤
で
の
「
昔
」
の
語
は
、
宇
多
天
皇
の
御
代
だ
け

で
は
な
く
、
円
融
院
在
位
当
時
を
も
指
し
示
す
表
現
と
思
わ
れ
る
。

懐
旧
の
情
に
満
ち
た
一
首
と
い
え
よ
う
。
⑤
歌
を
受
け
、
雅
信
は
⑥

歌
で
「
高
い
山
の
麓
に
あ
る
松
は
白
雲
が
か
か
っ
て
も
色
を
変
え
な

い
よ
う
に
、
院
の
庇
護
下
に
あ
る
廷
臣
た
ち
は
、
譲
位
の
の
ち
も
、

変
わ
ら
ず
院
を
お
慕
い
申
し
て
お
り
ま
す
」
と
応
じ
た
。
更
に
⑥
歌

に
応
じ
て
円
融
院
は
⑦
歌
で
「
色
を
変
え
る
は
ず
の
な
い
常
緑
の
松

も
、
甚
だ
し
く
雲
が
か
か
っ
て
し
ま
え
ば
（
そ
の
緑
色
を
覆
わ
れ
て
し

ま
っ
た
た
め
に
）
満
足
し
て
い
な
い
様
子
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
私

が
在
位
し
て
い
た
の
は
も
は
や
遥
か
昔
の
こ
と
で
あ
り
、
廷
臣
た
ち

は
か
つ
て
と
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
」
と
切
り
返
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
円
融
院
と
雅
信
は
い
わ
ば
君
臣
水
魚
の
関
係
に

あ
っ
た
。
こ
の
四
首
の
贈
答
歌
か
ら
は
、
深
い
信
頼
で
結
ば
れ
た
二

人
の
関
係
が
偲
ば
れ
よ
う
。
多
少
の
行
き
違
い
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、

宇
多
天
皇
の
御
代
に
思
い
を
馳
せ
、
円
融
院
の
在
位
時
の
栄
華
を
懐

か
し
む
君
臣
は
、
贈
答
歌
を
通
じ
て
、
前
日
に
盛
大
な
御
遊
を
営
ん

だ
喜
び
だ
け
で
は
な
く
、
深
い
懐
旧
の
情
を
も
共
有
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
円
融
院
と
そ
の
同
母
妹
選
子
と
の
贈
答
歌
の
解
釈
を
試

み
た
い
。

斎
院
の
近
き
程
な
れ
ば
、
御
消
息
あ
り
な
む
と
お
ぼ
し

け
る
に
、
さ
も
あ
ら
ざ
り
け
れ
ば

⑧ 

野
辺
な
が
ら
引
く
松
数
に
あ
ら
ぬ
身
は
す
ぎ
し
子
日
を
我
や

忘
る
る 

（
同
集
・
五
六
）

　

御
返
し

⑨ 

心
の
み
と
ま
り
し
野
辺
の
た
よ
り
に
は
松
と
は
い
は
で
な
ど

す
ぐ
し
け
む 

（
同
集
・
五
七
）

⑧
歌
の
詞
書
に
「
斎
院
の
近
き
程
な
れ
ば
」
と
あ
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
賀
茂
斎
院
は
子
の
日
の
御
遊
が
行
わ
れ
た
野
辺
の
近
隣
に
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位
置
し
て
お
り
、
当
時
斎
院
を
務
め
て
い
た
選
子
は
円
融
院
か
ら
の

消
息
を
期
待
し
た
も
の
の
、
結
局
消
息
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
で

あ
る
。
従
来
円
融
院
の
御
幸
地
と
賀
茂
斎
院
と
の
位
置
関
係
は
詳
し

く
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
贈
答
歌
を
解
釈
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
両
所
の
地
理
上
の
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
で
、
紫
野
に
所
在
し
た
雲
林
院
を
中
心
に
、
紫
野
周
辺

の
地
理
を
概
観
し
た
い⎠
₁₆
⎝

。
か
つ
て
淳
和
天
皇
の
離
宮
だ
っ
た
紫
野
院

は
大
内
裏
の
東
北
に
位
置
し
、
円
融
院
の
御
遊
の
頃
に
は
雲
林
院
と

改
称
さ
れ
て
官
寺
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
南
辺
の
中
央
部
よ
り
南
下

す
る
道
路
は
大
宮
末
路
（
京
路
と
も
）
と
呼
ば
れ
、
東
大
宮
大
路
（
大

内
裏
の
東
に
面
し
平
安
京
を
南
北
に
走
る
大
路
）
に
直
通
し
て
い
た
。
斎

院
は
こ
の
大
宮
末
路
の
西
に
面
し
、
の
ち
の
蘆
山
寺
通
り
（
安
居
院

大
路
か
と
さ
れ
る
）
の
北
に
面
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
大
宮
末
路
と

の
ち
の
蘆
山
寺
通
り
の
交
点
に
斎
院
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た

雲
林
院
の
南
、
斎
院
の
北
の
あ
た
り
は
野
口
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
大

内
裏
の
北
、
雲
林
院
の
西
に
は
船
岡
山
が
あ
っ
た
。

さ
て
、﹃
大
鏡
裏
書
﹄
は
、
円
融
院
御
幸
の
道
筋
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

記
す
。其

路
従
二
二
條
一
西
幸
、
自
二
東
大
宮
大
路
一
北
折
、
経
二
雲
林
院

前
一
御
二
船
岳
後
一
、
更
止
二
御
車
一
遷
二
御
御
馬
一
、

ま
た
﹃
小
右
記
﹄
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

御
二
々
車
一
令
レ
向
二
紫
野
一
給
、（
中
略
）
左
大
臣
追
二
候
野
口
一
、

太
上
皇
於
二
野
口
一
乗
二
御
々
馬
一
、

こ
れ
ら
の
記
述
を
も
と
に
こ
の
御
幸
の
道
筋
を
復
元
し
て
み
た

い
。
当
時
円
融
院
の
御
座
所
だ
っ
た
堀
河
院
は
二
条
大
路
の
南
、
東

堀
河
小
路
の
東
に
面
し
て
い
た
。
御
遊
当
日
、
円
融
院
は
こ
の
堀
河

院
を
車
で
出
御
、
二
条
大
路
を
西
に
進
み
、
東
大
宮
大
路
と
の
交
差

点
を
北
上
し
て
、
更
に
そ
の
ま
ま
大
宮
末
路
を
直
進
し
、
野
口
で
車

か
ら
馬
に
乗
り
換
え
て
、
雲
林
院
に
突
き
当
た
っ
た
と
こ
ろ
で
西
に

迂
回
し
、
雲
林
院
と
船
岡
山
の
間
を
北
上
し
て
紫
野
に
至
っ
た
。
こ

の
道
筋
を
通
っ
た
と
す
れ
ば
、
車
に
乗
っ
た
円
融
院
は
、
大
宮
末
路

の
西
に
面
し
て
い
た
賀
茂
斎
院
の
門
前
を
通
過
し
た
こ
と
に
な
る
。

右
の
道
程
を
ふ
ま
え
る
と
、
⑧
の
選
子
の
贈
歌
「
す
ぎ
し
子
の
日

を
我
や
忘
る
る
」
の
「
す
ぎ
し
」
は
、
子
の
日
の
御
遊
が
す
で
に
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
時
間
の
経
過
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
円

融
院
が
斎
院
の
前
を
素
通
り
し
た
こ
と
を
も
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
選
子
の
贈
歌
は
、「
同
じ
野
辺
に
い
な
が
ら
、
子
の
日
に
引
か
れ

る
松
の
数
と
は
違
っ
て
人
数
に
入
ら
な
い
我
が
身
は
、
円
融
院
が
斎

院
の
門
前
を
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
御
遊
も
昨
日
の
出
来

事
へ
と
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
忘
れ
は
い
た
し
ま
せ
ん
」
ほ

ど
の
大
意
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
円
融
院
は
⑨
で
、「
す
ぐ
す
」
の

語
を
逆
手
に
と
り
、「
心
だ
け
は
紫
野
に
留
ま
っ
て
い
た
の
に
、
紫
野
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の
松
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
な
た
は
な
ぜ
「
待
つ
」
と
の
お
便
り

を
く
だ
さ
ら
ず
に
や
り
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
」と
返
し
た
。

お
互
い
に
、
な
ぜ
そ
ち
ら
か
ら
便
り
を
く
れ
な
か
っ
た
の
か
、
と
恨

み
合
う
贈
答
歌
の
呼
吸
が
面
白
い
。

最
後
に
、
円
融
院
と
そ
の
同
母
姉
資
子
内
親
王
と
の
贈
答
歌
の
解

釈
を
試
み
た
い
。
左
に
当
該
贈
答
歌
を
掲
げ
よ
う
。
な
お
、
両
歌
で

共
通
す
る
表
現
に
は
私
に
傍
線
を
付
し
た
。

籠
物
ど
も
の
お
か
し
一
品
の
宮
の
御
方
に
奉
ら
せ
給
と

て

⑩ 

野
辺
に
て
は
あ
や
し
き
こ
と
も
あ
り
つ
れ
ど
つ
た
ふ
ば
か
り

の
松
の
根
を
見
よ 

（
同
集
・
五
八
）

　

宮
の
御
返
し

⑪ 

万
代
を
の
べ
に
と
聞
き
し
松
な
れ
ば
千
代
の
根
ざ
し
の
こ
と

に
も
有
か
な 

（
同
集
・
五
九
）

円
融
院
と
資
子
内
親
王
と
は
非
常
に
親
し
い
姉
弟
で
、
折
に
触
れ

て
風
雅
な
交
流
を
も
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る⎠
₁₇
⎝

。
⑩
の
﹃
円
融
院

御
集
﹄
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、
円
融
院
は
、
御
遊
翌
日
、
果
物
を
入
れ

た
籠
物
（﹃
小
右
記
﹄
や
﹃
大
鏡
裏
書
﹄
に
、御
遊
当
日
、円
融
院
に
「
籠
物
」

が
献
上
さ
れ
た
と
の
記
述
が
あ
る
）
を
資
子
内
親
王
に
贈
っ
た
。
贈
歌

に
「
つ
た
ふ
ば
か
り
の
松
の
根
を
見
よ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
遊

で
引
い
た
小
松
の
枝
に
籠
物
を
付
け
、
そ
こ
に
和
歌
を
添
え
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
贈
答
歌
は
、
御
遊
の
日
の
歌
会
で
起
き
た
召
人

追
放
事
件
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
交
わ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
円
融
院
の
贈
歌
⑩
の
上
の
句
「
野
辺
に
て
は
あ

や
し
き
こ
と
も
あ
り
つ
れ
ど
」
は
、
歌
会
の
場
で
前
代
未
聞
の
召
人

追
放
と
い
う
醜
態
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
よ
う
。
歌
会
の

場
で
の
出
来
事
は
円
融
院
も
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
更
に
、
翌
日
に

は
資
子
内
親
王
の
耳
に
達
す
る
ほ
ど
の
騒
ぎ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
資

子
内
親
王
は
そ
の
話
題
を
巧
み
に
か
わ
し
て
、
御
遊
の
め
で
た
さ
を

讃
え
る
賀
の
歌
⑫
を
返
し
た
こ
と
に
な
る
。

傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、
贈
答
歌
に
ふ
さ
わ
し
く
両
歌
に
は
共
通

の
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
贈
歌
に
対
し
て
返
歌
の
内
容
は
巧
妙

に
ず
ら
さ
れ
て
い
る
。
円
融
院
は
前
日
の
歌
会
で
の
召
人
追
放
事
件

に
つ
い
て
「
あ
や
し
き
こ
と
（
事
）
も
あ
り
つ
れ
ど
」
と
詠
ん
だ
が
、

資
子
は
、「
事
」
と
同
じ
音
の
「
殊
」
の
語
を
用
い
て
「
千
代
の
根
ざ

し
の
こ
と
（
殊
）
に
も
有
か
な
」
と
当
意
即
妙
の
切
り
返
し
を
し
た

の
で
あ
る
。
両
歌
の
大
意
を
と
れ
ば
、
円
融
院
の
贈
歌
⑩
が
「
野
辺

で
は
あ
や
し
い
出
来
事
も
起
き
ま
し
た
が
、
這
い
伝
う
よ
う
に
長
い

松
の
根
を
御
覧
く
だ
さ
い
」、
資
子
の
返
歌
⑪
が
「
万
代
ま
で
続
く

院
の
御
代
が
更
に
長
く
な
る
よ
う
に
祈
っ
て
「
延
べ
」
の
名
を
も
つ

野
辺
に
お
い
で
に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
野
辺
で
引
い
た
松
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で
す
か
ら
、
千
代
ま
で
も
延
び
続
け
る
根
の
格
別
な
こ
と
で
す
」
と

な
ろ
う
か
。

三　

曾
禰
好
忠
の
「
つ
ら
ね
歌
」

﹃
好
忠
集
﹄
に
は
、
歌
会
か
ら
追
放
さ
れ
た
曾
禰
好
忠
が
御
遊
翌

日
に
い
ず
れ
か
の
貴
顕
に
奉
っ
た
「
つ
ら
ね
歌
」
と
い
う
連
作
歌
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
つ
ら
ね
歌
を
、
前
日
の
歌
会

の
場
で
起
き
た
好
忠
ら
の
追
放
事
件
と
の
関
わ
り
の
中
で
読
み
解
い

て
み
た
い
。
そ
も
そ
も
つ
ら
ね
歌
は
好
忠
が
創
始
し
た
和
歌
連
作
形

式
と
さ
れ
、
短
歌
の
末
尾
の
語
を
つ
ぎ
の
短
歌
の
頭
に
据
え
て
尻
取

り
式
に
詠
む
と
い
う
特
殊
な
構
造
を
も
つ⎠
₁₈
⎝

。
当
該
つ
ら
ね
歌
は
﹃
好

忠
集
﹄
で
は
長
歌
の
よ
う
に
続
け
て
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
各
短
歌
を
分
析
し
や
す
い
よ
う
四
首
の
短
歌
に
分
割
し
て
掲
げ

る
。

円
融
院
御
子
の
日
に
、
召
し
な
く
て
参
り
て
、
さ
い
な

ま
れ
て
又
の
日
、
奉
り
け
る

⑫ 

与
謝
の
海
の
内
外
の
浜
の
う
ら
さ
び
て
世
を
う
き
わ
た
る
天

の
橋
立 

（
四
七
四
）

⑬
橋
立
と
名
を
高
砂
の
松
な
れ
ど
身
は
牛
窓
に
寄
す
る
白
波

⑭ 

白
波
の
た
づ
き
あ
り
せ
ば
す
べ
ら
ぎ
の
大
宮
人
と
な
り
も
し

な
ま
し

⑮ 

死
な
ま
し
の
心
に
か
な
ふ
身
な
り
せ
ば
何
を
か
ね
た
る
命
と

か
知
る

好
忠
は
、
藤
岡
忠
美
氏⎠
₁₉
⎝

が
そ
の
歌
風
を
「
訴
嘆
調
」
と
評
し
た
よ

う
に
、
自
身
の
不
遇
沈
淪
の
嘆
き
を
繰
り
返
し
歌
に
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。
藤
岡
氏
の
指
摘
は
ま
こ
と
に
も
っ
と
も
だ
が
、
当
該

つ
ら
ね
歌
は
、
そ
れ
ま
で
の
好
忠
の
沈
淪
訴
嘆
の
歌
と
は
異
な
り
、

前
日
の
歌
会
の
場
か
ら
の
追
放
と
い
う
特
殊
で
一
回
的
な
体
験
に
根

ざ
し
た
表
現
内
容
を
も
つ
こ
と
に
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
第
一
首
⑫

の
上
の
句
「
与
謝
の
海
の
内
外
の
浜
の
う
ら
さ
び
て
」
に
つ
い
て
、

折
口
信
夫⎠
₂₀
⎝

が
「「
内
外
の
浜
」
は
橋
立
の
内
側
と
外
側
で
、
殿
上
人

と
地
下
の
者
と
を
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
殿
上
人
と
地
下
人
の
差
を
い
っ
た
と
ま
で
限
定
し
て

よ
い
か
疑
問
は
残
る
が
、
与
謝
の
海
が
天
橋
立
に
よ
っ
て
内
海
と
外

海
に
隔
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
歌
会
の
場
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
歌

人
ら
と
、
そ
の
場
か
ら
追
放
さ
れ
た
自
身
と
の
隔
た
り
を
詠
ん
だ
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
第
二
首
⑬
だ
が
、「
名
は
高
砂
の
松
」
に
つ
い
て
は
、
従
来

た
い
て
い
「
世
間
に
名
が
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
」、つ
ま
り
「
名
高
し
」

の
意
と
解
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
当
該
歌
は
追
放
劇
に
よ
っ
て
世
間

に
汚
名
が
知
れ
渡
っ
た
嘆
き
を
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時

に
、
こ
の
歌
の
「
名
」
は
、
好
忠
と
い
う
諱
そ
の
も
の
を
も
指
し
て
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い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
好
忠
は
好
忠
百
首
や
毎
月
集
に
お
い
て
、
好

忠
と
い
う
優
れ
た
名
と
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
我
が
身
の
憂
さ

と
に
何
度
も
言
及
し
て
い
る⎠
₂₁
⎝

。

つ
ぎ
に
第
三
首
⑭
は
、
好
忠
百
首
序
の
「
あ
は
れ
、
た
づ
き
あ
り

せ
ば
、
も
も
し
き
の
大
宮
づ
か
へ
つ
と
む
と
て
」
と
類
似
の
表
現
を

も
つ
が⎠
₂₂
⎝

、
好
忠
百
首
の
「
も
も
し
き
の
」
と
い
う
枕
詞
が
つ
ら
ね
歌

で
は
「
す
べ
ら
ぎ
の
」
と
な
り
、
同
じ
く
「
大
宮
づ
か
へ
つ
と
む
と

て
」
が
「
大
宮
人
に
な
り
も
し
な
ま
し
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
た
い
。
こ
の
「
す
べ
ら
ぎ
の
大
宮
人
と
な
り
も
し
な
ま
し
」
は

従
来
「
宮
中
に
仕
え
る
人
と
な
り
も
し
た
だ
ろ
う
に⎠
₂₃
⎝

」
の
意
に
解
さ

れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、「
す
べ
ら
ぎ
」
た
る
円
融
院
の
御
遊
に
参

列
す
る
「
大
宮
人
」
―
―
す
な
わ
ち
歌
会
の
召
人
の
一
員
と
な
り
た

か
っ
た
、
と
い
う
意
に
解
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
つ
ら
ね
歌
は
、
好

忠
百
首
等
と
類
似
の
表
現
を
用
い
つ
つ
も
、
単
に
好
忠
の
出
世
願
望

を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
御
遊
か
ら
の
追
放
事
件
に
密
接
に
関
わ
る

内
容
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る⎠
₂₄
⎝

。

最
後
に
⑮
歌
で
、
死
に
よ
っ
て
一
切
の
嘆
き
か
ら
解
放
さ
れ
た
い

と
い
う
思
い
と
、
そ
の
思
い
に
ま
か
せ
ず
生
き
続
け
ざ
る
を
得
な
い

我
が
身
と
の
葛
藤
が
詠
ま
れ
、
つ
ら
ね
歌
は
結
ば
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
子
の
日
の
御
遊
の
歌
会
の
場
か
ら
の
追
放
事
件

は
歌
人
好
忠
に
と
っ
て
重
大
な
画
期
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

一
方
で
好
忠
が
、
御
遊
に
前
後
す
る
天
元
年
間
頃
か
ら
寛
和
年
間
頃

に
か
け
て
、
公
的
な
晴
れ
の
場
で
の
詠
歌
活
動
を
集
中
的
に
行
っ
て

い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る⎠
₂₅
⎝

。
好
忠
は
、
貞
元
年
間
頃
か
ら
、
太
政

大
臣
藤
原
頼
忠
の
庇
護
の
も
と
、
非
公
式
な
が
ら
歌
合
な
ど
の
晴
れ

の
場
へ
の
関
わ
り
を
も
ち
始
め
、
歌
人
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
、

寛
和
元
年
（
九
八
五
）
に
は
円
融
院
子
の
日
御
遊
の
歌
会
に
召
さ
れ
、

そ
の
翌
年
の
寛
和
二
年
に
は
歌
人
と
し
て
の
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
内

裏
歌
合
へ
と
出
詠
し
た
の
で
あ
る
。
卑
位
・
卑
官
に
過
ぎ
な
い
好
忠

が
歌
会
の
場
か
ら
追
放
さ
れ
た
こ
と
と
、
当
時
彼
が
歌
人
と
し
て
周

囲
か
ら
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
と
は
、
実
は
表
裏
一
体
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

宇
多
天
皇
の
先
例
を
重
視
し
た
円
融
院
は
、
宇
多
天
皇
が
北
野
で

子
の
日
の
御
遊
を
行
っ
た
こ
と
に
倣
い
、
紫
野
で
子
の
日
の
御
遊
を

営
ん
だ
。
そ
の
御
遊
に
源
雅
信
が
奉
仕
し
た
こ
と
は
、
宇
多
源
氏
で

あ
る
雅
信
と
円
融
院
と
の
密
接
な
君
臣
関
係
を
示
す
好
個
の
例
と
し

て
ま
こ
と
に
意
義
深
い
。

ま
た
、
こ
の
御
遊
の
参
加
者
・
関
係
者
の
何
人
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ

様
々
な
立
場
か
ら
、
御
遊
に
関
わ
る
歌
を
詠
ん
だ
。
御
遊
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
大
中
臣
能
宣
は
そ
の
嘆
き
を
歌
に
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
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て
い
る
が⎠
₂₆
⎝

、
こ
の
こ
と
も
、
裏
返
し
に
、
こ
の
御
遊
が
一
大
盛
事
と

し
て
当
時
か
ら
評
判
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
歌
会
に
参
加

す
る
こ
と
が
歌
人
と
し
て
大
変
な
名
誉
を
意
味
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
よ
う
。
本
稿
で
は
、
御
遊
関
係
者
の
詠
歌
の
う
ち
、
特
に
御
遊
翌

日
に
詠
ま
れ
た
歌
の
解
釈
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
し
て
き
た
。﹃
円

融
院
御
集
﹄
に
収
め
ら
れ
た
贈
答
歌
群
は
、
当
時
の
円
融
院
周
辺
の

和
歌
交
遊
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
て
お
り
、
ま
た
好
忠
が
詠
ん
だ
つ

ら
ね
歌
は
、
歌
人
好
忠
の
詠
歌
の
特
色
を
考
え
る
上
で
も
、
更
に
好

忠
の
歌
人
と
し
て
の
経
歴
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
歌
は
い
ず
れ
も
、
御
遊
で
の
出
来
事
や
そ
の
次
第
を
ふ
ま

え
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
御
遊
の
次
第
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
い
っ
そ
う
そ
の
理
解
が
深
ま
る
も
の
と
考
え
る
。

︻
注
︼

（
1
）
目
崎
徳
衛
「
円
融
上
皇
と
宇
多
源
氏
」（
初
出
一
九
七
二
年
、﹃
貴
族
社

会
と
古
典
文
化
﹄
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）。
目
崎
氏
は
、
円
融

院
が
兼
家
系
藤
原
氏
と
政
治
的
に
対
立
し
た
一
方
で
宇
多
源
氏
と
密

着
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
円
融
院
と
宇
多
源
氏
と
の
関
係

性
は
、
非
政
治
的
・
風
流
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
と
い
う
。

（
２
）
例
え
ば
永
観
二
年
十
月
二
十
七
日
の
円
融
寺
御
幸
に
先
立
つ
十
月
二

十
五
日
の
﹃
小
右
記
﹄
の
記
事
に
は
、「
依
二
御
消
息
一
参
二
左
府
（
雅
信

の
こ
と
：
田
中
注
）一
、
被
レ
定
二
院
御
幸
之
雑
事
一
」
と
あ
る
。

（
３
）﹃
和
歌
文
学
大
系　

中
古
歌
仙
集
（
一
）﹄（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）

所
収
「
曾
禰
好
忠
集
」
解
説
（
松
本
真
奈
美
校
注
）

（
４
）
当
該
記
事
の
末
尾
に
「
于
時
権
左
中
弁
従
四
位
下
云
々
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
当
時
従
四
位
下
権
左
中
弁
（﹃
弁
官
補
任
﹄
等
）
だ
っ
た
源

致
方
の
日
記
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）﹃
三
十
六
人
歌
仙
伝
﹄
な
ど
に
よ
れ
ば
、
兼
盛
は
従
五
位
上
、
時
文
の

位
階
は
不
明
（﹃
小
右
記
﹄
の
記
載
順
に
よ
れ
ば
従
五
位
上
か
）、
元

輔
は
従
五
位
上
、
重
之
は
従
五
位
下
だ
っ
た
。

（
６
）
土
田
直
鎮
「
平
安
中
期
に
於
け
る
記
録
の
人
名
表
記
法
」（﹃
奈
良
平

安
時
代
史
研
究
﹄
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
）

（
７
）
た
だ
し
当
該
歌
は
、﹃
大
斎
院
前
の
御
集
﹄（
四
四
、
四
五
）
に
、
斎
院

選
子
の
女
房
と
実
方
が
交
わ
し
た
贈
答
歌
の
う
ち
の
返
歌
と
し
て
収

め
ら
れ
て
い
る
。
当
該
歌
の
詠
作
事
情
に
つ
い
て
は
問
題
も
残
る
が
、

歌
会
の
折
の
献
歌
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
天

野
紀
代
子
・
園
明
美
・
山
崎
和
子
﹃
大
斎
院
前
の
御
集
全
釈
﹄
風
間

書
房
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
８
）﹃
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

新
古
今
和
歌
集
﹄（
小
学
館
、
一
九
九

五
年
）
な
ど
。

（
９
）﹃
新
古
今
和
歌
集
全
注
釈　

第
五
巻
﹄（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
二
年
）

（
10
）
注
１
目
崎
論
文
。
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（
11
）
北
山
円
正
「
子
の
日
の
行
事
の
変
遷
」（﹃
神
女
大
国
文
﹄
一
七
、
二

〇
〇
六
年
三
月
）

（
12
）
片
平
博
文
「
平
安
京
北
郊
に
あ
っ
た
雲
林
院
の
発
展
と
衰
退
」（﹃
立

命
館
地
理
学
﹄
二
四
、
二
〇
一
二
年
）

（
13
）「
世マ
マ

な
か
を
す
み
よ
し
と
し
も
思
は
ぬ
に
待
つ
こ
と
な
し
に
わ
が
み
へ

ま
し
や
」（
敦
忠
Ⅰ
・
七
二
）
の
よ
う
に
仮
定
の
表
現
を
と
も
な
わ
な

い
も
の
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
例
は
ご
く
少
数
で
あ
る
。

（
14
）﹃
新
古
今
和
歌
集
全
注
釈　

第
五
巻
﹄

（
15
）
今
野
厚
子
「﹃
円
融
院
御
集
﹄
の
編
纂
―
合
綴
本
﹃
代
々
御
集
﹄
の
終

焉
―
」（
初
出
一
九
八
〇
年
、﹃
天
皇
の
和
歌
―
三
代
集
の
時
代
の
研
究

―
﹄
新
典
社
、
二
〇
〇
四
年
）

（
16
）
注
12
片
平
論
文
の
地
理
復
元
案
に
よ
る
。

（
17
）
安
田
徳
子
「
資
子
内
親
王
の
生
涯
―
円
融
朝
歌
壇
の
一
側
面
―
」（﹃
名

古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
﹄
二
九
、一
九
八
三
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

（
18
）つ
ら
ね
歌
の
尻
取
り
構
造
と
そ
の
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、拙
稿「
曾

禰
好
忠
の
つ
ら
ね
歌
」（﹃
和
歌
文
学
研
究
﹄
一
一
一
、
二
〇
一
五
年

十
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19
）
藤
岡
忠
美
﹃
平
安
和
歌
史
論
﹄（
桜
楓
社
、
一
九
六
六
年
）

（
20
）﹃
折
口
信
夫
全
集　

ノ
ー
ト
編　

第
四
巻
﹄（
中
央
公
論
新
社
、
一
九

七
六
年
）

（
21
）
注
19
﹃
平
安
和
歌
史
論
﹄、
注
18
の
拙
稿
。

（
22
）﹃
和
歌
文
学
大
系　

中
古
歌
仙
集
（
一
）﹄
や
川
村
晃
生
・
金
子
英
世

編
﹃﹃
曾
禰
好
忠
集
﹄
注
解
﹄（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
に
詳

細
な
分
析
が
あ
る
。

（
23
）﹃﹃
曾
禰
好
忠
集
﹄
注
解
﹄

（
24
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
注
18
の
拙
稿
で
も
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
25
）好
忠
の
和
歌
活
動
に
つ
い
て
は﹃
和
歌
文
学
大
系　

中
古
歌
仙
集（
一
）﹄

の
解
説
に
詳
し
い
。

（
26
）
増
田
繁
夫
氏
（﹃
能
宣
集
注
釈
﹄
貴
重
本
刊
行
会
、
一
九
九
五
年
）
は
、

「
わ
が
君
の
千
代
の
小
松
を
引
く
に
さ
へ
お
く
れ
て
あ
は
ぬ
身
こ
そ
つ

ら
け
れ
」（
能
宣
集
・
三
五
九
）
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
理
由
で
京
を

離
れ
て
お
り
円
融
院
の
御
遊
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
際
の
詠
歌
で
あ

る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

　

 　

※
勅
撰
集
・
私
撰
集
の
引
用
は
﹃
新
編
国
歌
大
観
﹄
に
、私
家
集
は
﹃
新

編
私
家
集
大
成
﹄
に
、﹃
土
佐
日
記
﹄﹃
今
昔
物
語
集
﹄
は
﹃
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
﹄
に
、﹃
小
右
記
﹄
は
﹃
大
日
本
古
記
録
﹄
に
、﹃
大
鏡

裏
書
﹄
は
﹃
群
書
類
従
﹄
に
、﹃
八
代
集
抄
﹄・「
新
古
今
和
歌
集
口
訣
」

は
﹃
新
古
今
集
古
注
集
成　

近
世
旧
注
編
３
﹄
に
よ
っ
た
が
、
適
宜

私
に
表
記
を
改
め
た
。
ま
た
﹃
新
編
私
家
集
大
成
﹄
に
二
系
統
以
上

収
め
ら
れ
て
い
る
私
家
集
は
原
則
と
し
て
系
統
番
号
Ⅰ
の
本
文
に
よ

っ
た
。
た
だ
し
私
家
集
の
う
ち﹃
好
忠
集
﹄は﹃﹃
曾
禰
好
忠
集
﹄注
解
﹄

に
、﹃
能
宣
集
﹄
は
﹃
能
宣
集
注
釈
﹄
に
よ
っ
た
。
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﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
注
18
の
拙
稿
同
様
に
、
平
成
二
十
六
年
度
和
歌
文

学
会
第
六
十
回
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
し
て
い
る
。
発

表
の
席
上
、
ま
た
発
表
後
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
に
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
奨
励
費
（
Ｄ
Ｃ
２
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

―
―
た
な
か
・
と
も
こ
／
東
京
大
学
大
学
院
生
―
―


